
学校番号 117 

平成 31年度 １年 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合(現代文) 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新探求国語総合 現代文・表現編 

副教材等 キーワード漢字 2700（浜島書店）、読解を深める現代文単語（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年の現代文では「読むこと」「書くこと」「話すこと・聞くこと」を総合的に学びます。 

「読むこと」として、論理的に文章を読み解くため手法を学びます。1年生のうちにしっかりと定

着させましょう。また、「書くこと」として、表現を学びます。授業の中では、会話や発表の中で

「話すこと・聞くこと」の力も身につけていきます。 

漢字や語彙の学習が不可欠です。漢字と現代文単語の小テストでは毎回満点を取りましょう。 

自分の知らない語句はに出会ったら、必ず辞書をひき、その語句を自分のものにしましょう。 

２ 学習の到達目標 

・語彙、文法、文学史などの知識を身につける 

・多様な文章（または図表）を適切に読み取る力、また読み取った情報を統合し構造化して考える

力を身につける 

・思考の過程や結果について、相手が正確に理解できるよう根拠に基づいて書く力、話す力を身に

つける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言語

文化に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な

表現による文章

を書き、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりし

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述内容の確認 

記述内容の分析 

グループ活動の

様子、発言内容 

発表の仕方 

記述内容の分析 

 

記述内容の確認 

記述内容の分析 

小テスト 

定期考査 

発言内容 

記述内容の確認 

記述内容の分析 

定期考査 

発言内容 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ b c d ｅ 

１
学
期
中
間 

評
論 

「評論解析Ａ」 

「サイボーグとク

ローン人間」 

◎ 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

○ 

 

ａ:評論文を読むための手法を身につけ

ようとしている。 

ｄ:対比による考えの進め方や、その結

果導き出された筆者の主張を的確に捉

えている。 

ｅ:正しく理解し、使いこなせることば

の数を増やしている。 

ａ:行動の観察、記

述の確認 

ｄ：記述の確認、

定期考査 

ｅ：小テスト、定期

考査 

１
学
期
期
末 

小
説 

「羅生門」 

 

○ ◎  ○  ａ：象徴表現とその効果について理解し

ようとしている。 

ｂ：登場人物の言動を的確に読み取り、

話し合いを通して理解を深めている。 

ｄ：比喩表現や語り手の視点に注意し、

人物の行動・考えを理解し、作品を把握

している。 

ａｂ：行動の観察、

記述の確認 

ｄ：記述の確認、

定期考査 

２
学
期
中
間 

評
論 

「評論解析Ｂ」 

「わかろうとする

姿勢」 

◎  ○ ◎ ○ ａ:評論文を読むための手法を身につけ

ようとしている。 

c:問いに正しく記述で解答できるか。 

d:表現方法を読み取れている。 

ｅ:正しく理解し、使いこなせることば

の数を増やしている。 

a: 行動の観察、

提出物 

c:提出物 

ｄｅ：定期考査 

２
学
期
期
末 

小
説
・評
論 

「夢十夜」 

「なぜ多様性が

必要か」 

○   ◎ ◎ a：抽象的な物語の世界観を理解する。 

ｄ：物語の表現するものを自分の言葉で

とらえなおすことができる。 

ｅ：文学史の知識を理解している。 

a：行動の観察、

記述内容の確認 

ｄｅ：記述内容の

確認、定期考査 

e:定期考査 

学
年
末 

小
説
、
表
現 

「富嶽百景」 ○ ◎ ◎   a：表現する技術をみにつけようと積極

的にする。 

b:筆者独特の表現や比喩表現を的確に

読み取り、説明できる。 

c:文章から読み取った内容を自分の言

葉で記述できる。 

ａ：行動の観察、

記述内容の確認 

ｂｃ：行動の観察、

記 述 内 容 の 確

認、定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力     ｅ：知識・理解 

  

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


